
 

 

                                  
 
 
 
 

<廃食用油の行方> 
～使い終わった油、あなたはどうしていますか！？～ 

私たちが天ぷらなどに使用した後の油の行方をご存知ですか？ 

現在、レストランや食品工場などで使用された食用油（廃食用油）の多くは、産業廃棄物

処理業者によって回収→焼却処分されています。 

しかし、焼却処分するには、大量の補助燃料が必要です。また、焼却による大気汚染も問

題となります。実は、各家庭から回収された油も同様、焼却処分される場合がほとんどで、

環境に大きな負担となっているのです。 

そこで、小牧市では各市民センターや地球温暖化対策地域協議会が設置された３小学校

（小牧・小木・光ヶ丘）等で廃食用油の回収をしています。回収した油は小牧市リサイ

クルプラザ等にて、石けんやろうそくに生まれ変わっています。 
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第４８号 

毎月第３日曜日にリサイクルプラザにおいて、指導員４名（小牧市女性の会）で「廃食用油

石けんづくり」の公開講座を開催しています。 

廃食用油から石けんやろうそくを作ることで、資源循環サイクルの輪をつなげています。 

小学校での回収の様子 

 

廃食用油で石けん作り 

 

廃食用油でろうそく作り 

 

 

～会員のつぶやき～ 

廃食用油石けんを使うと、台所の油汚れや網戸、子供たちの運動靴、

ワイシャツ等の汚れがきれいに落ちるよ！ 

是非みんなにも使ってもらいたいな～ 

廃食用油で石けんを作っています 

 

 

小牧市環境ｷｬﾗｸﾀｰ 

エコリン  

 



 

 

 

日 時：平成３１年４月１３日（土）１１時から13時頃 

※雨天の時は１４日（日） 

場 所：岩崎地内（ＪＡ尾張中央味岡支店西側） 

参加費：無料（もぎてんは有料） 

「お絵かき」や「ストラックアウト」などのゲームがあります。参加された方には、参

加賞をプレゼント！ 

みたらし団子や五平餅の販売もあるので、おなかがすいたら是非お召し上がりくださ

い。さらに、菜の花入りのすいとんをおまけします。みなさんお友達をさそってきて下さ

いね。お待ちしております！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          
  

 

 

  
 

 

 
 
 
 
                         
                  
          
 
 

 
子どもたちと共に１０年… 「ごみ拾い」は子どもの心をどう育てたか 
 小牧市内の環境美化団体「米野さわやか会」では、かつて清掃活動に携わってきた子どもたち 

４５人が１８歳以上になったことを契機に、アンケート調査を実施しました。 

Ｑ．過去を振り返ってみて、子どものころ清掃活動を体験したことをどう思いますか。 

  （標本数 ４５人） 

① 非常によいことだ   ５６％               
② よいことだ      ４４％                  
③ どちらとも言えない  ０ 
④ 良いとは言えない   ０ 

とは言えない   ０                   
 
 
 

    

                        

【理由】 
・ポイ捨てをしなくなった 
・掃除や整頓の習慣が身についた 
・地域の人と馴染みになれた 
・地域に貢献できた 
・地域が好きになった 

もぎてん 

・だんご １本  ５０円 

・五平餅 １本 １００円 

菜の花すいとんはおまけ 

さ・ら・に‼ 

マイはし・おわん・お皿をお持ち 

いただいた方にはだんご１本プレゼント 

『菜の花フェスティバル』 

～菜の花畑であ・そ・ぼ！～ 

ごみを拾う子どもたち 

３１-３ 

地域の活動報告 

 

 

こまき環境市民会議のメンバーになって、環境について一緒に活動しませんか？ 

興味がある方や一緒に活動したい方のご連絡をお待ちしております！ 

ホームページ：http://komakikankiyoushimikaigi.jp/ 

事務局：小牧市役所 環境対策課（0568－76－1181） 

アンケート結果より、清掃活動は、地域づくりはもちろんのこと、人づくりにもつながる

のではないでしょうか。今後も清掃活動を通してより良い地域を目指します。 


